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研究成果
ンタ…で収集，保存されている
類について， それらの産生する抗真蘭物質を中心とし
た新規生理活性物質について探索を行った. その結果 
Penicillium simplicissimumから新規の vermistatin関連化
合物ならびに 2種の meroterpenoidsである penisimplicin 
A and Bを見出し， その化学構造を明らかにした. ま
たMalbrancheafilamen向saIFM 41300からは， vasodilator 
としての作用を有する新規物質 4-Benzyl-3-phenyl-5H-
furan-2-onを発見し?化学構造を明らかにした. これ
らの成果については学会発表や誌上で、の公表を行った.
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